
第10回社会保障審議会年金部会  

平 成 2 0 年 7 月 2 日  

子育て世帯の就労状況及び  
経済的負担等に関する資料   



女性第1号被保険者の就業状況  

女性第1号被保険者の就業状況をみると、自  営業者グループ（自営業主・家族従事者）  
に属する層は2割程度であり、無職（36．  
が高くなっている。  

7％）、臨時り〈－ト（30il％）の占める割合  

（参考）男性第1号被保険者の就業状況  

園自営業主  

因家族従事者  

口常用雇用  

□臨時■パート  

■無職  

固不詳  

16．2％  

30．1％  

【資料出所】  

社会保険庁「平成17年国民年金被保険者実態調査」をもとに  

厚生労働省年金局にて作成   



児童のいる世帯における母親の就労状況  

ト＋仕事あり（58．柑）  
DX  20Ⅹ  

仕事れ一  

80麗  100Ⅹ   

○児童のいる世帯の母の仕事の有   

無をみると、「仕事あり」は58．7％と   

なっている。  

○特に末子が0～3歳の間において、   

出産・育児に伴い自営業・家族従   

事を含めて就労から離脱する母親   

が多いことが推察される。  

72＿8  

3S＿0  

24．3 ●  

【資料出所】  

厚生労働省  

平成18年国民生活基礎調査の概況   

25．4  

正規の暗髪貞・従業員  パート・アルバ．イト  百官業主等  

その他の雇甫著  その憎  

ミ主：1）「その他の雇用者」には派遣睾±且、禁錮士旦・嘱託を、「白書業主等」には支族i農業者を、   「その他」には会手土 

・団体等の役員、哀感内戦老を含む  
2）号のいなし、世帯及び「号の仕事の有無不…￥」は隙く●  



子どもの年齢別子育てコストと妊娠■出産コスト  

1．0歳児の子育てコストと妊娠・出産コスト  

0歳児の平均的な子育てコストの年間総額は、約50万6千円、妊娠・出産コストの平均金額は、約  
50万4千円である。妊娠・出産と0歳児の子育てコストを合計すると、約100万円の支出となる。  

図表 0歳児の子育てコスト  

費目  童索痴藤滴脳   

ベビー用品・衣料  19‡さ．602  

家具・寝具類  23．268  

生活用晶・器具、消耗品  100．087  

衣類  75，24了   

育児費  132，9柑  

食費、おやつ  57．04之  

保育園費  12．932  

延長保育■夜間保育費  1，423  

ベビーシッター・一 時保育費  3．743  

その他保育  322  

保健・医療費  38．830  

保健・医療機関窓口での支払額   17．1引  

保健・医療機関等までの交通費   14．232  

薬局・薬店等で購入した医薬品類   7、41了  

教育・娯楽品費（玩具・CD等〕  18．626   

お祝い行事関係費  7之．723   

子育てのための預貯金・保険  101．765   

合計  506．007   

図表 妊娠一出産コスト  

こ′■ご亮だこてこ一減ご二㌧ぢ・た■；ノ  j 絶－∵   平均額（釦 

出産費  454，833  

定期検診（交通費を含む）   90．215  

分娩・入院   364．618   

妊娠期間中の出産準備費  48β49  

妊婦用晶・衣料等   25．2】5  

妊娠中の運動・学習等   6．480  

妊娠中の家事・育児補助関連   6．201  

胎教用品・教室等   600  

皇特り出産   7．g65  

妊娠・出産前彼の交通費   2．388   

合計  503．683  



2．1歳～6歳児の子育てコスト  

1歳～3歳の子育てコストは50万円前後、4歳～6歳の子育てコストは65万円  
前後となっている。1～6歳の子育てコストの平均額を合計すると、約340万円である。  

回 1歳～6歳児の子育てコスト  

蜜月 痢朗釦戚鞍死 藁憲舅ぢ  ′瀾 
‡議笥買三  手ヾ之鐘法‡さ字  隼．三島蓮華箪    窄淘艇殊  ●「■，  博識強者払   

育児費  弧ヰ99  7‡）．756  104．738  t05，83  t2l．083  108．770  601．681  

食費、おやつ（絵食以外）  56．338  60．128  87，004  67．8ヰ  9l．013  83．098  ヰヰ5，221  

保健・医療黛  24．t61  19．628  】7．73ヰ  38、19  3D．0TO  26．672  156．46  

保偲・医療機関窓口での支払額   14、919  l乙699  1乙部4  31．88  19．0了l  18、505  1（〕9、5朗  

保健・医療機関等までの交通費   2．909  2．TO5  乙0丁4  2．之l   5，615  3．0了3   】臥589  

薬局・薬店等で購入した医薬品類   8．333  4．224  3．156  4．09   5，384  5、0錮  28．287   

子ども用品・衣料費  122．833  1ほ．ヰ59  85，832  80．8ち  †9．542  88，915  573，23  

衣類  41、890  38．銅1  40，∝〉4  42．12  42．347  39．779  242．18  

生活用品・器具、消耗品、家具類  55，914  35．8∈i6  23．554  12．丁9  10．582  13，554  15乙28  

おもちゃ・遊び道具類  22．引8  ヰ0，518  18．333  20．08  18．27】  2l，615  川1，64  

文具・学習用品類  2．010  3、O14  3．941  5．8－l   8．342  13．967  37．119   

幼稚周・保育歯髄係賞  90．188  97．192  155，617  258，8了  277．346  249．了32  1，128，045  

幼稚臨卜保育園費用  82．091  81．183  14－l．487  254．2¢  27】．204  2ヰ3．336  1．0了6．563  

延長保育・夜間保育其  】．】2】  21802  3．305  3．604  4．775  4．う99  20．206  

ベビーシッター・一時保育斐  4．7】5  12．銅6  7．032   99l  l．152  1．丁50   27．886  

その他保育  2ヱ81   1．】61   793   】3   Z15   4了   4．49   

幼稚蘭・保育園以外での教育集  21．367  引．484  42．755  3g．22  ヰ白2・＝  55．315  268．39  

雷い事、おけいこ  2．TT】  8．839  Zヰ．031  26．83  39，8ヰ8  4ヰ、921  り7，2－l  

家産教育用品・通信教育贅  柑．466  5乙52】  】鼠ヰ71  12．29   7．942  l0．288  120、00  

子ども会・体験活動・地域活動  110   124   253   92   ヰ5l   188   l．138   

おこづかい  29   14   9   30  l－0さ1  1、485   2．93   

お祝い行事関係欄  29．144  23．引2  29．810  30．了71  30．457  3l．623  175．51   

子育てのための預貯金・保険  1ZO．8日  137．326  9了．446  104，4ヰ  10l．598  97．3桝）  85‡〉，12】   

合計  4糾．丁了ヰ  51ヰ，8ヰ】  518．308  620．3 659．3 634ヱ引    3．ヰ09，82   

注＝黄1‡－の「1▲、6庚台計」とは、1裁から6歳のそれぞれの平均額を合計したものである 

【資料出所】  

財団法人 こども未来財団  

「子育てコストに関する調査研究」（平成15年3月）  

4   



各国の家族関係社会支出の対GDP比の比較（2003年）  
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（資料）OECDニSociarExpenditureDatabase2007（日本のGDPについては内閣府経済社会総合研究所咽民経済計算（長期時系列）」による。  



仕事と生活の調和の実現と希望する結婚や出産ヰ育ての実現を  

支える給付・サービスの社会的なコストの推計  

児童・家族関  連社会支出額（19年度推計）  
推計追加所要額1．5～2．4兆円  

（Ⅰ約1兆800億円～2兆円 Ⅱ2，600億円 Ⅲ1，800億円）  
約4兆3，300億円  

（対GDP比0．83％  欧州諸国では2～3％）  

⊥遡裁豊と享どもの育成の両立を支える支援  

関連社会支出板（19年度推計）約1兆3，100億円   → 追加的に必要となる社会的コスト＋1兆800億円～2兆円  

○未就学児のいる就業希望の親を育児休業制度と保育制度で切れ目なく支援（特に3歳未満の時期）  

・第1子出産前後の継続就業率の上昇（現在38％→55％）に対応した育児休業取得の増力ロ  

・0～3歳児の母の就業率の上昇（現在31％→56％）に対応した保育サービスの充実（3歳未満児のカバー率20％→38％、   

年間5日の病児・病後児保育利用）  

・スウェーデン並みに女性の就業率（80％）、保育（3歳末満児）のカバー率（44％）が上昇、育児休業や保育の給付水準   

を充実した場合も推計  

○学齢期の子を持つ就業希望の親を放課後児童クラブで支援  

放課後児童クラブの利用率の上昇（現在小1  ～3年生の19．0％→60％）  

軋」巨竺ての子どもの健やカ＼な育成を支える対個人給付・サービス  

関連社会支出額（19年度推計）約2兆5，700億円   → 追加的に必要となる社会的コスト＋2，600億円  

○働いているいないにかかわらず一定の一時預かりサービスの利用を支援   

t未就学児について月20時間（保育所利用家庭には月10時間）の一時預かり利用に対して助成  

型＿」‾べての子どもの健やかな育成の基盤となる地域の取組  

関連社会支出縫（19年度推計）約4，500億円  → 追加的に必要となる社会的コスト＋1，800億円  

○地域の子育て基盤となる取組の面的な推進  

・望ましい受診回数（14回）を確保するための妊婦健診の支援の充実・全市町村で生後4か月までの全戸訪問が実施  

全小学校区に面的  に地域子育て支援拠点が整備  全小学校区で放課後子ども教室が実施（  「放課後子どもプラン」）   



※「仕事と生活の調和推進のための行動指針」において、取組が進んだ場合に達成される水準として設定され   
る10年後の数値目標と整合をとって試算している。  

※これは、現行の給什サービス単価（利用者負担分を含まない）をベースにした試算であり、質の向上、事業   
実施主体の運営モデル・採算ベース、保育所や幼稚園の保育料等利用者負担などの関係者の費用負担の   
あり方等については勘案していない。  

※児童虐待対応、社会的養護や障害児へのサービスなど、特別な支援を必要とする子どもたちに対するサー   

ビスの費用の変化に関しては、この推計には含まれていない。  

※これは、毎年ランニングコストとして恒常的に必要となる額を推計したものであるが、これらのサービス提供の   
ためには、この恒常的な費用のほかに、別途施設整備や人材育成等に関してのコストを要する。  
※現在の児童数、出生数をベースにした推計であり、この車用は児童数、出生数の増減により変化する。なお、   
3歳未満児数でみると、平成18年中位推計では現在と比べて10年後で8割弱、20年後で約3分の2の規模に   
減少するが、国民の結婚や出産に関する希望を反映した試算では10年後で95％、20年後でも93％の規模   
を維持する。  

※児童手当については、別途機械的に試算。   




